
 

日米の若いリーダーシップの育成を目指す 「TOMODACHI イニシアチブ」教育プログラム 

～日米関係の促進に興味を持つ米国への交換留学生（大学学部生）対象～ 

 
 

2021 年度 TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム 

ご案内 
および 

第 8 期生募集要項 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

米日カウンシルと在日米国大使館が主導する「TOMODACHI イニシアチブ」は、東日本大震災後の復興支援から

生まれ、教育、文化交流、リーダーシップといったプログラムを通して、日米の次世代のリーダーの育成を目指

している官民パートナーシップで、日本国政府の支援も受けています。住友商事株式会社は TOMODACHI イニ

シアチブに 2013 年に参画し、「TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム」を設立し、2014 年度から 2019 年度

の 6 年間で米国の大学に 1 年間交換留学する日本人学生 47 名を支援してまいりました。2018 年度には、募集対

象校の拡大や奨学金に付帯するプログラムの拡充を致しました。 

本プログラムの対象大学に在籍中で、アメリカの大学へ交換留学をする学部生に対して、渡航費および留学中の生

活費の支援として、1 名につき年間 180 万円の給付型奨学金を支給します。また、交換留学中に実施される米州

住友商事企画によるニューヨークでの研修、また帰国後は、TOMODACHI イニシアチブが運営するアラムナイ・

リーダーシップ・プログラムを通して、日米間関係に深く関わる様々な人々との交流などを通して、次世代のリー

ダーとしてのスキル向上を支援します。 



■ TOMODACHI イニシアチブとは 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

■ TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム 
 
「TOMODACHI イニシアチブ」の一環として実施される本プログラムは、住友商事株式会社による寄付により、アメリカ

の大学への交換留学をする日本の対象大学の学部生を支援しています。参加者には渡航費および留学中の生活費を支援す

るため、１名につき年間 180 万円の給付型奨学金が支給されます。また、交換留学中に実施される米州住友商事によるニ

ューヨークでの研修や TOMODACHI アラムナイ・リーダーシップ・プログラムを通して、日米間に関わる様々な人々と交

流し、日米関係の促進や世界に貢献できるリーダーになることを目指します。 
  
 

■ 住友商事株式会社 
 

住友商事は、グローバルに活動している総合商社です。全世界に展開するネットワークとさまざまな産業分野における

企業・消費者との信頼関係をベースに、多様な商品・サービスの国内販売、輸出入および三国間取引、国内外における

事業投資など、総合力を生かした多角的な事業活動を展開しています。また、住友商事では、次世代人材の育成支援を

社会貢献活動の重点分野と位置付け、アジア発展途上国における「住友商事奨学金」による学業支援や、東日本大震災

の復興支援に携わる若者を支援する「住友商事 東日本再生ユースチャレンジ・プログラム」などを実施してきました。

「TOMODACHI イニシアチブ」を通じて、将来、日米の懸け橋となってグローバルに活躍する多くのリーダーが誕生す

ることを期待し、支援していきます。 

 

History 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災の発生を受け、米軍と自衛隊は「トモダチ作戦」を通じて東北地方への緊急人道

救援活動で協力し、成功を収めました。この時の協力と友情の精神を基盤に、米国と日本は TOMODACHI イニシア

チブを開始しました。TOMODACHI は米日カウンシルと在日米国大使館が主導し、日本政府および日米の企業、団

体、個人から支援を受けています。 

 
 

Program  
教育、文化交流、リーダーシップを 3 つの柱として、プログラムを実施しています。また、TOMODACHI アラムナ

イ・リーダーシップ・プログラムを通してプログラムの壁を越えて参加者同士が交流を持てるような様々な機会を設

け、日本とアメリカの若者たちにインスピレーションを与え、TOMODACHI での経験をさらに一歩進めるサポート

も行っています。 

 

Mission  

TOMODACHI イニシアチブとは、東日本大震災後の

日本の復興支援から生まれ、教育、文化交流、リー

ダーシップといったプログラムを通して、日米の次

世代のリーダーの育成を目指す官民パートナーシッ

プで、日本国政府の支援も受けています。 

Vision 

日米関係の強化に深く関わり、互いの文化や国を理

解し、より協調的で繁栄した安全な世界への貢献

と、そうした世界での成功に必要な、世界中で通用

する技能と国際的な視点を備えた日米の若いリーダ

ーである「TOMODACHI 世代」の育成を目指してい

ます。 

 



2021 年度プログラム 

対象者  

  北海道大学、東北大学、東京大学、慶應義塾大学、早稲田大学、中央大学、名古屋大学、京都大学、同志社大学、大阪大学、 

九州大学、琉球大学の交換留学生としてアメリカの大学に留学する学部生 

    

プログラム構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

プログラム終了後も TOMODACHI アラムナイ・リーダーシップ・プログラムへの参加を通し、日米そして世界のリーダーを目指します。 

 
 
 
 

詳細は以下の TOMODACHI イニシアチブのホームページをご覧ください。 

     http://usjapantomodachi.org/tomodachi-alumni-leadership-program/ 

 

 

留学への抱負や将来の目標について皆で共有 

 

プログラム参加者が一堂に集まり、米日カウンシル、アメリカ大

使館、住友商事株式会社の関係者、同じ世代の TOMODACHI ア

ラムナイとの交流を通して、留学計画や米日関係について意見交

換します。事前研修では、リーダーシップスキルをテーマとした

ワークショップや帰国学生との交流を通して留学の目的や行動計

画を明らかにしていきます。 

【2022 年 1 月～ 
3 月頃（予定）】 

 

NY     
研修 

 
（留学中） 

留学の成果や今後の計画を発表 

 

留学を通して学んだことを将来の日米関係の発展にどのように活

かしていくかについて発表します。また、米日カウンシル、アメ

リカ大使館、住友商事株式会社の関係者、TOMODACHI アラムナ

イとの交流を通して、今後の活躍の礎となる日米のネットワーク

を構築します。 

【2022 年 6 月
（予定）】 

 

帰国後    
報告会 

 
（留学後） 

米州住友商事によるニューヨークでの研修 （1 週間程度） 

 

米州住友商事、米日カウンシル、グローバル企業や政府機関を訪問

し、日米関係に携わる若者や各界の第一人者と面談。将来の日米関

係に対してどのようにリーダーシップ発揮していくかを考えるきっ

かけを得ます。 

【8 月～4 月】 

 

毎月 15 万円 

を支給 

 

※奨学金の合計

額は準備金を 

含めて 180 万円 

【7 月下旬頃】

準備金として 

45 万円を支給 

 日米の次世代リーダー育成プログラム 
留学奨学金 
（180 万円） 

  

 

( 

 

 

 

 

 

 

【2021 年 6 月 
/7 月（予定）】 

 

奨学金     
授与式・ 
事前研修 

 
（留学前） 
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TOMODACHI イニシアチブのこれまでの参加者は日米合わせて約 8,600 名以上を数えます（2019 年 12 月末時点）。TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム

を含む TOMODACHI イニシアチブのプログラム参加者（TOMODACHI アラムナイ）は、TOMODACHI アラムナイ・リーダーシップ・プログラムを通じて多

くの日米の若者と交流を持ち続けながら、日米そして世界のリーダーとして活躍するために必要なスキルを磨くことができます。 



 
第 6 期生からのメッセージ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                            
                                       

 

                        
                    
  

 

                                        

                                      

                                        

 

 
人の輪が格段に広がりました。他の何者でも
ない自分であることに胸を張ること、謙虚で
あること、そして周りの人に頼ること。さま
ざまな人との出会いを通して、これからの私
の人生を切り開いていくためのヒントを得ま
した。 

藤田 奈緒 
 
大阪大学 
法学部 
 
留学先 
カリフォルニア大学バ
ークレー校 
 
留学先での勉強内容 
平和・紛争解決学、ジェ
ンダー学、文化人類学、
データ分析など 
 

 

TOMODACHI 住友商事 

お問い合わせ先 
「TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム」事務局 
Email: tomodachisumitomo@usjapancouncil.org 

URL: www.tomodachi.org 

 
お問い合わせの際には、在籍大学名、お名前、TOMODACHI 住友商事奨学金プログラムについての質問である旨を掲題に明記してい
ただけますようお願い申し上げます。 

TOMODACHI イニシアチブについて ＞＞ www.tomodachi.org 

住友商事について ＞＞ http://www.sumitomocorp.co.jp/ 

 
 
 
 
 

 

2021 年度の申請要件等の詳細については本紙の募集要項にてご確認ください。また、申請書類の入手方法 

および申請締切日に関する情報は、在籍大学の国際交流・留学を担当している部署より入手してください。 

 

 
自主性を求められる授業で自ら行動する力が
鍛えられました。5 万人を擁する大学内の国
際寮では様々なバックグラウンドを持つ学生
と寝食を共にしました。LA でのカンファレ
ンスと NY 研修での企業訪問・講演会・交流
会はかけがえのない社会経験となりました。 

深見 勇馬 

 
名古屋大学 
工学部 
 
留学先 
フロリダ大学 
 
留学先での勉強内容 
材料・機械航空宇宙工
学および経済学など 
 

 

 
 
本プログラムを通して、人とのつながりの大
切さを実感しました。そして、様々な分野で
活躍されている方々やモチベーションの高い
同期に出会えたことで、将来への考え方を形
作ることができました。 

加藤 樹紗楽 
 
東京大学 
教養学部 
 
留学先 
イリノイ大学アーバナ
シャンペーン校 
 
留学先での勉強内容 
ヘルスコミュニケーシ
ョンを中心とした公衆
衛生学など 
 

 

 
 
専門のロボティクスの学修に加え、国際性・
芸術・男女平等・リーダーシップの真髄を心
得ました。一方、実力不足も痛感しました。
次回、海外挑戦する時までに研究成果を出す
と決めたので、愚直に前進し続けます。 

 

 
多くのことを学び、吸収し、自分の視野を広げ
ることできました。主な活動としては、４つの
研究、３つの学会での講演、共同生活を通して
国際問題に取り組むプログラム（GSP）への参
加をしました。 

 

 
今回の留学やプログラムを通し、世界有数の
観光地であるハワイが抱える地域課題や観光
学に於ける持続可能性等の知識を深め、尊敬
し高め合える素敵な同期との出会いや、日米
関係を第一線で支えているリーダー達との交
流を深めることができました。 

 

 
金融・会計に関する専門を身に着けたいと考
える契機となっただけでなく、留学中に関わ
ったすべての人との交流や体験を通じて、常
にワクワクしていました。志半ばで帰国して
しまったので、今はアメリカの大学院に数年
後にリベンジしたいと考えています。 

 

 
今まで閉じられた環境の中で多くの時間を過
ごしてきた自分にとって、自分自身で世界を
広げていくという経験を得られたのは大きな
財産になった。世界中が大変な時期に、それを
身をもって体験したことを、今後に活きる糧
にしたい。 

 

 
留学を通し学術的、人間的に多くのことを学
びました。特に日本の大学では学べない心理
学の学派やトピックを思い切り学べたことが
大きい成果になりました。米国の学生との共
同生活で得た「失敗の捉え方」も又大きな財産
です。 

木戸 祐輔 

 
慶應義塾大学 
理工学部 
 
留学先 
カリフォルニア大学 
サンタバーバラ校 
 
留学先での勉強内容 
ハプティクス、制御工
学、芸術、起業など 
 
 

 

近藤 耕太 

 
九州大学 
工学部 
 
留学先 
ミシガン大学 
 
留学先での勉強内容 
航空宇宙工学など 
 

大城 和輝 
 
琉球大学 
観光産業科学部 
 
留学先 
ハワイ大学マノア校 
 
留学先での勉強内容 
自然や文化の持続可能
観光など 

 

須賀 公平 

 
早稲田大学 
政治経済学部 
 
留学先 
バブソンカレッジ 
 
留学先での勉強内容 
金融、会計、起業学な
ど 
 

 

鈴木 快明 

 
北海道大学 
工学部 
 
留学先 
ワシントン大学 
 
留学先での勉強内容 
統計学、経済学、経営学
など 
 

 

梅沢 有里沙 

 
中央大学 
総合政策学部 
 
留学先 
カリフォルニア大学デ
ービス校 
 
留学先での勉強内容 
心に重点をおいた人間
の健康など 
 
 
 

 



2021 年度 TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム 募集要項 (学生向け) 

 

本プログラムが指定する大学が実施するアメリカの大学への交換留学生に内定または決定している大学学部生で、TOMODACHI イニ

シアチブの趣旨、および本プログラムの目的を理解し、将来、日米関係を通してグローバルに活躍するリーダーになる強い意思があ

る学生を募集します。 

 

【本プログラムが指定する対象大学】 

北海道大学、東北大学、東京大学、慶應義塾大学、早稲田大学、中央大学、名古屋大学、京都大学、同志社大学、大阪大学、 

九州大学、琉球大学 (対象大学は拡大予定) 

 

【募集内容】 

求める人材像 ・本プログラム参加後も日米関係のさらなる発展の為にリーダーシップを発揮し、グローバルに活躍したいという

強い希望がある者 

・人物および学業ともに優秀で、且つアメリカへの交換留学にあたり経済的支援を必要とする者 

 ・TOMODACHI イニシアチブのプログラムの経験者、あるいは将来参加することを希望している学生との交流の機

会に積極的に参加する意思がある者 

プログラム内

容 

本プログラムは、アメリカへの交換留学に参加する学生を対象に日米の次世代リーダーの育成を目的として実施さ

れる TOMODACHI イニシアチブの一環として実施されます。参加者は、渡航前の奨学金授与式、アメリカ留学中に

米州住友商事により行われる研修、メンター制度、そして留学後の帰国後報告会を通じて、日米関係に関わる人々

と交流し、日米関係の発展に求められるリーダーシップを磨きます。また留学後は、TOMODACHI イニシアチブの

プログラム参加者を対象に実施される TOMODACHI アラムナイ・リーダーシップ・プログラムに積極的に参加をす

ることが求められます。本プログラムの参加者には、アメリカへの交換留学にかかる渡航費や生活費を支援するこ

とを目的とした奨学金が付与されます。 

奨学金支給金額 １80 万円（給付型） 

※渡米時に支給開始とする。 

※支給スケジュール：2021 年 7 月 25 日までに準備金として 45 万円を、2021 年 8 月から 2022 年 4 月まで、毎月

25 日までに 15 万円ずつ支給する。25 日が土日祝祭日または管理者の休業日にあたる場合は、直前の管理者の業

務日までに支給する。 

※上記に加え、ニューヨークでの研修中にかかる移動費および宿泊費、また留学先大学からニューヨークまでの移

動費は米日カウンシル及び住友商事株式会社にて援助 

応募要件 以下のすべての条件を満たしている必要があります。 

・本プログラムが指定する大学に在籍している学部生であること 

・在籍大学の交換留学生として、アメリカの大学に 2021 年 8 月または 9 月から１年間（約 8～10 ヵ月間）留学す

ることが内定し、かつ単位取得を目的としたアメリカ現地での留学を計画している者（オンライン受講での留学

は対象外とする） 

・日本国籍又は日本における永住権を保持している者 

・過去連続して 37 ヶ月以上のアメリカ在住・滞在経験がない者 

  注）6 歳になるまでの滞在経験は含まない 

  注）過去連続して 13 カ月以上のアメリカ在住・滞在経験がない者が望ましいが、連続する在住・滞在経験が

37 カ月未満の場合は応募可能 

・他の給付型留学奨学金を受けない者 

   注）貸与型の奨学金及び国内の大学に就学するための奨学金であれば、本プログラムとの重複受給は可能 

・在籍大学の学長からの推薦を受けられる者 

 注）応募書類を在籍大学に提出した学生の中から、在籍大学内での審査を経て、在籍大学の学長による本奨学

金プログラムへの推薦者が決定（詳細は本要項の「応募方法と選考プロセス」参照） 

 

※留学先での専攻分野に関しての限定はないが、社会科学関連（ビジネス、法学、国際関係、政治学などを含む）、

人文系、理工系であることが望ましい 

※学期中に語学コースに在籍する場合は対象外とする。学期開始前に開催される短期の語学コースへの参加は可能 

 

・以下の研修・会議等に全て参加できること 

① 授与式および同日に行われるオリエンテーション/事前研修 (2021 年 6 月/7 月頃を予定) 

② 留学中に米州住友商事企画で実施されるニューヨークでの研修プログラム（2022 年１月～３月頃を予定）） 

③ 帰国報告会（2022 年 6 月を予定） 

 

・住友商事役職員によるメンター制度の利用を希望する者は、制度の趣旨を理解し積極的に活用すること。 

募集人数 対象大学より約 10 名まで 



応募方法と 

選考プロセス 

アメリカの大学との交換留学プログラムの学内選抜に合格後、以下の手順で応募すること 

 

1: 在籍大学の国際交流・留学を担当している部署で募集要項・申請用紙の入手方法を確認する ※ 

2: 次項に記載の応募書類を在籍大学の国際交流・留学を担当している部署へ提出する 

その後、在籍大学による審査を経て、在籍大学の学長による本奨学金プログラムへの推薦者が決定される ※ 

3: 事務局による審査を経て、在籍大学を通して合否が通知される（書類審査の過程で必要と判断された場合は、面

接が実施される場合もある） 

 

※在籍大学への書類提出先及び提出期日は、在籍大学の国際交流・国際教育担当部署に問い合わせること 

該当部署が不明な場合は、「本奨学金プログラムに関するお問い合わせ先」に確認すること 

合格発表 結果は、4 月下旬までに在籍大学を通じて通知します。 

応募書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム申請用紙（所定用紙） 

・以下を盛り込んだ英文エッセイ 

 （自由書式／800～1200 単語／各ページにパスポートネーム及びページ数を記載すること） 

※エッセイは紙ベースの他に、ワードファイル（.doc または.docx）のデータとして大学に提出 

➢ アメリカへの留学を通して達成したいこと 

➢ 本奨学金プログラムへの参加を希望する理由 

➢ 自身のリーダーシップ性 

➢ 自身が持つグローバルな視野 

➢ 留学を実現するために打ち勝つ必要がある障壁 （学術的、社会的、金銭的、その他個人的なことなど） 

・留学先大学からの受入れ許可書の写し 

   注）申請時に留学先大学から発行されていない場合は、後日提出が可 

 ・在籍大学の英文成績証明書 

 ・TOEFL iBT, TOEFL ITP 又は IELTS の公式スコアレポートの写し 

   注）オンライン上で確認できるスコアレポートでも可 

   注）応募するにあたって満たす必要のあるスコアの規定は無い 

  ・パスポートをカラーで印刷したもの（顔写真があるページ） 

   注）日本国籍保持者でない場合は、在留カードの写しを添付すること 

  ・証明写真（4cm×3cm／カラー）  

   注）裏面にパスポートネームを記載した上で、申請用紙１枚目の所定の欄に糊付けすること 

（別途添付は不要） 

 ※選考の過程で必要と判断した場合、更なる書類の提出を求める場合がある 

その他  ・留学の内容が変更になった場合や交換留学への参加が不可能になった場合は、早急に TOMODACHI 住友商事奨

学金事務局まで通知すること 

 ・帰国後、留学先大学からの成績証明書を TOMODACHI 住友商事奨学金事務局まで提出すること 

 ・留学前に実施する奨学金授与式、留学中に米州住友商事が実施する研修、帰国後に実施する留学報告会への参加

を必須とする 

 ・以下のいずれかに該当した場合は、内定の取り消し、または奨学金の支給を停止することがある。場合によって

は既に支給した奨学金の返還を求めることがある 

1: １年間のアメリカの大学との交換留学への参加が不可能になった場合、もしくは途中で中止になった場合 

2: 在籍大学または留学先大学から留学の継続が不適当と判断された場合 

3: 本奨学金プログラムの関連行事・研修を無断で欠席した場合 

4: 留学先での学業成績が不良（単位取得不可等）の場合 

5: 法律や社会秩序に反する行為を行った場合   

6: 予定より著しく早く帰国した場合 

7: 虚偽の申告をしていることが判明した場合 

8: 必要な書類が期日までに提出されなかった場合 

9: 応募条件が満たせなくなった場合 

 10: 米日カウンシル、住友商事の名誉に傷つける行為を行った場合 

本奨学金 

プログラムに 

関する 

お問い合わせ先 

TOMODACHI 住友商事奨学金事務局（公益財団法人米日カウンシルージャパン TOMODACHI イニシアチブ内） 

Email:  tomodachisumitomo@usjapancouncil.org  

 

 ※お問い合わせの際は、在籍大学名、お名前、TOMODACHI 住友商事奨学金プログラムについての質問である旨を

お知らせください 

 

 ※プログラムの詳細は以下の TOMODACHI イニシアチブのサイトでもご確認いただけます 

www.tomodachi.org 

 


